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　オオササエビモ Potamogeton × anguillanus Koidz.
は河川・湖沼に生育するヒルムシロ科の多年草で
あり、ヒロハノエビモ P. perfoliatus L. とササバモ P. 
wrightii Morong を両親とする雑種である（Koidzumi 
1929; Iida and Kadono 2002）。本雑種は関東以
西の本州、四国、九州に分布するが（角野 1994, 
2014）、長野県の植物誌（清水・長野県植物誌編纂
委員会 1997; 長野県植物目録編纂委員会 2017）に
は掲載がなく、全国の湖沼の水生植物相データベー
ス（Nishihiro et al. 2014）でも長野県の湖沼から
は記録されていない。著者は 2022 年 9月 18 日に
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諏訪湖の北東岸を踏査し、オオササエビモの生育を
確認した。長野県での新産記録と考えられるため報
告する。
　オオササエビモが確認された地点は、諏訪湖
の北東岸、衣之渡川の河口の北東約 60 m の湖岸
（36.0461 N, 138.1086 E）である。波打ち際の水
深 5～ 10 cm の地点において、直径 30 ～ 80 cm
ほどのパッチ状のオオササエビモ群落が 3つ確認
された。また、付近には両親種であるヒロハノエビ
モとササバモが、それぞれ沈水状態と陸生状態で生
育していた（図 1）。なお、調査時の水位は衣ノ渡

上段：汀線付近に生育する沈水葉および浮葉をつけたオオササエビモ（白矢じり）と陸生型となっ
たササバモ（黒矢じり）。他にオモダカ、コナギ、タマガヤツリ、クロモ、セキショウモなどが混
生している。下段：混生するオオササエビモ（白矢じり）とヒロハノエビモ（灰色矢じり）。

図 1．オオササエビモの生育状況。
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（衣之渡川）において 0.68 m であった（ 口水門
管理システム http://www.lcv.ne.jp/~suwaken/pc_
public/index.html、2022 年 9月 19日確認）。
　本種はよく生長した場合には長さ 1 m 以上に達
するが（角野 2014）、観察されたパッチはいずれ
も茎長 60 cm 未満であり、花序の形成も確認され
なかった。オオササエビモのパッチのうち、2つは
沈水葉のみをつけ、1つは浮葉を形成していた（図1、
上段）。オオササエビモは両親種の父母の組み合わ
せによって浮葉形成能に差があり、ササバモを母親
とする場合に浮葉形成能を持つことが知られている
（Iida et al. 2007）。このことから、諏訪湖には少な
くともササバモを母親とする系統があると推察され
る。
　オオササエビモとその両親種であるヒロハノエビ
モ、ササバモの葉を図 2に示す。諏訪湖産のオオ
ササエビモは、葉長 3.8 ～ 8.7 cm であり、葉形は
長披針形で葉縁は波打ち、葉柄はない。ヒロハノエ
ビモでは葉身基部から伸びる5-7本の淡色の平行脈
が目立つのに対し、オオササエビモは見かけ上は羽
状脈状で、特に生時は中脈と格子状の支脈がよく目
立つ（図 1、下段）。そのため一見した印象はササ
バモに似るが、明らかに葉柄を欠くため、手に取っ
て観察すれば識別は容易である。

　標本

　証拠標本は福島大学貴重資料保管室植物標本室
（FKSE）に収蔵予定である。
オオササエビモ Potamogeton × anguillanus Koidz.: 
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2022, Yamanouchi 2022-4.
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野外ではそれぞれかなり大きい形態的可塑性を持つことに注
意。スケールバーは 10 cm。乾燥標本に基づき描画。

図 2．左より、諏訪湖産のヒロハノエビモ、同オオ
ササエビモ（ともに 2022 年 9月 18 日採集）、高知
県高知市泉川産のササバモ（2008年8月23日採集）。


